
る。 
（3）拡大医療安全管理委員会の議事進行は、医療事故調停委員会の委員が行い、専門委員は、第

三者的立場から医学的意見や助言を述べ、顧問弁護士、病院担当の弁護士は、法的な立場か

ら医療過誤の有無について意見を述べる。 
 
5. 医療事故調停委員会 
（1）医療事故調停委員会は、九州ブロック所属の病院の医療事故について、医療安全管理委員会

又は拡大医療安全管理委員会の報告に基づき、中立的な立場で、公正で厳格な審議を行い、

その過失の有無と事後処理（示談、応訴等）について協議し、当該病院に助言を行う。 
（2）医療事故調停委員会は、九州ブロック所属の病院長、副院長、事務部長、看護部長、顧問弁

護士および九州ブロック事務所職員から構成される。 
（3）医療事故処理における院内の医療安全管理委員会、拡大医療安全管理委員会、医療事故調停

委員会の関係は図１に示す。 
 

ブロック事務所 病院

医療事故 

院内の医療安全管理委員会 

審議不充分 

第三者の意見聴取希望

拡大医療安全管理委員会 

有責性の有無 

示談・応訴の判断 
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事故報告書

結果報告

専門委員派遣

結果報告

図 1. 医療事故処理における各委員会の関係 

過失の有無 

再発防止策 

 
 
＊拡大医療安全管理委員会は、平成 16 年 4 月から開始し、平成 19 年 4 月までに 32 回開催して

いる（平成 16 年度 9 回、平成 17 年度 11 回、平成 18 年度 10 回、平成 19 年度 4 月 2 回）。 
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